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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
 7:20 ～  8:40
 8:45 ～ 10:05
(4月1日~26日､5月7日~31日)
11:35 ～ 13:00
(4月27日~5月6日)
11:55 ～ 13:20
14:30 ～ 15:55
16:55 ～ 18:25
20:20 ～ 21:50

 6:50 ～  8:05
 9:35 ～ 10:55

12:30 ～ 13:50

14:55 ～ 16:15
18:20 ～ 19:40
20:05 ～ 21:25

ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2019年10月26日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2019年4月1日～2019年5月31日
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さ
か
い
み
な
と
漁
港
・
市
場
活
性
化
協
議
会（
岩
田
祐
二

会
長
）は
、
高
度
衛
生
管
理
型
の
施
設
を
目
指
し
て
建
設
し

て
い
る
魚
市
場
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定
。
安
心
・
安
全

な
境
港
の
魚
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

完成した陸送上屋の内部を見学する関係者ら

新魚市場のシンボルマーク

１
月
17
日
か
ら
２
月
３
日
ま

で
、
人
気
投
票
を
実
施
。
１

４
２
７
票
の
投
票
が
あ
り
、

最
も
票
の
多
か
っ
た
作
品
を

最
優
秀
賞
と
し
て
、
採
用
を

決
め
た
も
の
で
す
。

　
同
作
品
は
、
米
子
市
内
の

会
社
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
、
青
い
魚
と
赤
い
カ
ニ

が
清
潔
感
と
活
気
を
表
現
し
、

シ
ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
が
現

代
的
な
感
覚
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
新
魚
市

場
の
壁
面
に
記
載
す
る
「
鳥

取
県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸

売
市
場
」
の
左
隣
に
貼
る
予

定
。
併
せ
て
、
シ
ー
ル
を
作

成
し
、
全
国
の
量
販
店
で
販

売
す
る
魚
の
パ
ッ
ク
な
ど
に

貼
付
し
ま
す
。

　
一
方
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
４
３
４
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
最
優
秀
賞
は
東
京
在

住
の
男
性
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

が
つ
く
っ
た
「
安
心
と
安
全

が
、
進
化
す
る
み
な
と
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
新
魚
市
場
は
、
高
度
な
衛

生
管
理
を
実
現
し
、
全
国
の

消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
水

産
物
を
提
供
で
き
る
施
設
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
完
成
し
て
い
る
主
要

な
施
設
は
陸
送
上
屋
で
、
島

根
県
の
港
や
淀
江
港
な
ど
、

境
漁
港
以
外
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ん
で
来
た
魚
を
取
り
扱

い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
は
１
号
上

屋
が
完
成
。
取
り
扱
う
の
は
、

マ
グ
ロ
、
イ
カ
、
ブ
リ
な
ど

で
す
。
好
評
の
境
漁
港
見
学

ツ
ア
ー
は
、
衛
生
管
理
に
気

を
付
け
な
が
ら
も
実
施
は
可

能
。
両
施
設
と
も
６
月
頃
に

供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
が
運
用
を

始
め
た
後
、
２
号
上
屋
の
解

体
・
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

扱
う
魚
種
は
、
ハ
タ
ハ
タ
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
カ
レ
イ
な
ど
。

観
光
に
配
慮
し
た
施
設
も
で

き
ま
す
。
完
成
は
２
０
２
２

年
の
予
定
。

　
同
協
議
会
事
務
局
を
務
め

る
鳥
取
県
境
港
水
産
事
務
所

の
宇
山
俊
彦
所
長
は
、「
新
し

い
市
場
か
ら
出
荷
し
た
安
心

・
安
全
な
魚
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

進
化
し
て
い
く
魚
市
場
に
期

待
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
水
産
事

務
所(

☎
42
︱
３
１
６
７)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
同
協
議
会
は
、
昨
年
12
月

５
日
か
ら
こ
と
し
１
月
11
日

ま
で
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
２
２

７
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
応
募
作
品
か
ら
７
点
を

優
秀
作
品
と
し
て
選
出
し
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

新
魚
市
場

安
心・安
全
の
魚
供
給
へ
建
設
進
む

11
社
の
出
展
で
開
催

水
産
加
工
大
賞

み
ん
な
で
選
ぶ

境

　港

　の

5月11日　
第
８
回
み
ん
な
で
選
ぶ
境

港
の
水
産
加
工
大
賞
に
出
展

す
る
事
業
者
が
11
社
に
決
定

し
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

５
月
11
日
に
夢
み
な
と
タ
ワ

ー(

竹
内
団
地)

で
開
催
し

ま
す
。
主
催
は
、
同
実
行
委

員
会(

島
谷
憲
司
会
長)

。

　
２
０
０
９
年
か
ら
７
回
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
境
港
市
の

水
産
業
と
水
産
加
工
品
の
認

知
度
向
上
に
貢
献
。
水
産
加

工
大
賞
に
な
っ
た
商
品
が
一

つ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
に

成
長
し
て
い
ま
す
。
　

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
５
月
11
日
㈯
　
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー 

１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル(

境
港

市
竹
内
団
地)

内
容
　
境
港
市
で
生
産
さ
れ

た
水
産
加
工
品
の
試
食
品
評

会(

試
食
品
は
無
料)

。
会
場

前
で
即
売
会
も
実
施

出
展
者
　
▽
村
尾
蒲
鉾
店

(
中
町)

＝
シ
ャ
ー
ク
カ
ツ（
ネ

ギ
チ
キ
ン
入
り
）
▽
大
海
㈱

(
昭
和
町)

＝
の
ど
ぐ
ろ
煮

つ
け
▽
㈱
丸
綜(

米
子
市
淀

江
町)

＝
天
然
本
ま
ぐ
ろ
魚

醤
、
ま
ぐ
ろ
昆
布
だ
し
▽
北

陽
冷
蔵
㈱(

昭
和
町)

＝
か

き
ク
リ
ー
ミ
ー
コ
ロ
ッ
ケ
▽

㈱
福
栄(

昭
和
町)

＝
境
港

の
ハ
タ
ハ
タ
竜
田
揚
げ
▽
㈲

小
倉
水
産
食
品(

中
野
町)

＝
ア
ジ
大
葉
チ
ー
ズ
餃
子
▽

㈱
大
新(

昭
和
町)

＝
と
れ

と
れ
あ
じ(

た
た
き
身)

▽

友
田
セ
ー
リ
ン
グ
㈱(

竹
内

団
地)

＝
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ

ケ(

オ
マ
ー
ル
海
老
入
り)

▽
田
手
水
産(

清
水
町)

＝

あ
ん
こ
う
の
干
物
▽
㈱
⻆
谷

食
品(

竹
内
団
地)

＝
カ
レ

ー
な
仕
事
の
真
い
わ
し
フ
ラ

イ
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
み
な

と(

大
正
町
）
＝
カ
ニ
だ
し

あ
ん
か
け
皿
う
ど
ん

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

境
港
市
水
産
商

工
課
内
・
☎
47
︱
１
０
５

５)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

投票する商品を検討する来場者

「き」と打てば
  「鬼太郎」と出る
　　　わがスマホ

（川柳あるある）

　こういうお客さまに支えられて今日の水木

ワールドの賑わいがあるのだと思っておりま

す。改めて、厚くお礼申しあげます。

� 選・桝田知身



•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　写真は2008年(平成20年)、私が少年野球の指導者として携わ
っていた頃のものです。
　小学校のスポーツ少年団はご承知の通り親が部の運営をします。
長男が小３で野球部に入ったため、自動的に親も活動することと
なり、また野球(及びソフトボール)経験者だったので、指導者と
しても部の運営に携わることになりました。
　続いて、４歳違いの次男も１年生で入部。都合約９年(33歳か
ら42歳まで)の間、土・日曜日は、ほぼ１年中、どっぷりと少年
野球にはまりました。
　学生時代、将来は中学か高校の社会科教
師になり、野球部の監督をしたいという夢を
持っていた(いろいろな理由で夢破れ、銀行
員となりましたが…)こともあり、ある意味、
小さな夢を実現させてくれた期間でした。
　９年間、監督、コーチとして常にベンチに
入って指導していましたが、特に保護者間の
調整には苦労しました。よくある「なぜ自分
の子は試合に出られない…」などの不満への
対応です。
　結果、知らず知らずのうち、相当なプレッシ
ャーやストレスがたまり、銀行員生活では全く
なかった胃潰瘍を患ったのもこの時期でした。
　しかしながら、教え子たちの何人かが高校
まで野球を続け、都合３人が甲子園に出場した時は、当時の苦
労が報われた思いに浸りました。
　振り返れば、子供たちの成長を見ることやチームが自分の描い
た形になるなど、総じて楽しく過ごし、マネジメントという意味で
も勉強させて頂いた貴重な時期だったと思います。(談) 

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 39

少年野球の指導者として過ごした日々
境港商工会議所 常議員  永田篤哉 氏

指導中の永田篤哉氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのこ
ろ〟の写真をご紹介しています。今回は常議員・永田篤哉氏
(㈱鳥取銀行境港支店 支店長、51歳)の１枚です。

高機能型オーガニックコットンのスポーツタオル

　
㈱
き
さ
ら
ぎ(
馬
場
崎
町
、

木
村
光
哉
社
長)
は
、
今
ま

で
に
な
い
高
機
能
型
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
ス
ポ
ー

ツ
タ
オ
ル
と
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
タ

オ
ル
を
開
発
。
有
機
栽
培
さ

れ
た
国
産
和
綿
「
伯
州
綿
」

を
使
っ
た
製
品
で
す
。

　
同
商
品
の
開
発
事
業
は
、

(

一
財)

境
港
市
農
業
公
社

境
港
市
農
業
公
社
と
共
同
開
発

伯
州
綿
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル

新 製 品

きさらぎ

が
伯
州
綿
の
生
産
農
業
者
、

同
社
が
商
品
化
の
企
画
・
製

造
販
売
を
行
う
商
業
者
と
し

て
、(

公
財)

鳥
取
県
産
業
振

興
機
構
の
農
商
工
連
携
事
業

に
認
定
さ
れ
た
も
の
。

　
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
は
、
マ

リ
ン
ブ
ル
ー
と
ロ
ー
ズ
レ
ッ

ド
の
２
種
類
の
色
が
あ
り
、

サ
イ
ズ
は
１
２
０
０
㎜
×
３

４
０
㎜
、
標
準
小
売
価
格
は
、

２
０
０
０
円(

税
別)

で
す
。

ま
た
、
ウ
オ
ッ
シ
ュ
タ
オ
ル

の
色
も
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
と
ロ

ー
ズ
レ
ッ
ド
の
２
種
類
で
、

サ
イ
ズ
は
３
６
０
㎜
×
３
４

０
㎜
、
標
準
小
売
価
格
は
８

０
０
円(

税
別)

。

　
両
商
品
と
も
に
、
境
港
産

の
カ
ニ
殻
か
ら
作
っ
た
「
キ

ト
サ
ン
」
加
工
を
施
し
て
い

る
た
め
、
抗
菌
・
消
臭
に
す

ぐ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後あ

と

晒さ
ら

し
と
い
う
製
法
を
採
用
し

て
、
軽
さ
や
吸
水
性
、
速
乾

性
を
高
め
ま
し
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
自
然
に

優
し
い
エ
コ
タ
イ
プ
の
段
ボ

ー
ル
製
。
さ
ら
に
、
伯
州
綿

の
種
が
同
封
さ
れ
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
つ
い
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
、
伯
州
綿
の

育
て
方
が
分
か
り
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
米
子
空
港
売

店
・
Ｂ
Ｅ
Ｅ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
及
び

ぶ
ん
ぶ
ん
堂
各
店
で
販
売
中

で
す
。

　
伯
州
綿
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
境
港
の
特
産
品
で
、

２
０
０
８
年
か
ら
境
港
市
が

復
活
に
向
け
、
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
同
社
は
２
０

１
３
年
か
ら
伯
州
綿
の
栽
培

と
商
品
化
に
協
力
し
、
同
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
木
村
正
明
会
長
は

「
今
回
初
め
て
、
市
農
業
公

社
と
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

こ
の
街
の
特
産
品
と
し
て
、

タ
オ
ル
と
共
に
街
も
Ｐ
Ｒ
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

︱
３
５
３
５)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
健
康
食
材
ラ
ン
キ
ン
グ
に

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
登

場
す
る
「
に
ん
に
く
」。
そ

の
に
ん
に
く
を
地
元
で
生
産

し
て
い
る
コ
ー
ワ
フ
ァ
ー
ム
。

　
建
設
業
に
加
え
て
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
し
て
い
た

同
社
の
阿
部
和
夫
会
長
が
に

ん
に
く
の
栽
培
を
開
始
。
あ

ら
ゆ
る
面
に
こ
だ
わ
り
抜
い

て
作
っ
た
に
ん
に
く
は
評
判

を
呼
び
、
食
品
加
工
会
社
へ

出
荷
す
る
ま
で
に
。

　
そ
の
過
程
で
に
ん
に
く
を

発
酵
・
熟
成
さ
せ
て
作
る「
黒

に
ん
に
く
」
と
出
会
い
、
そ

の
後
、
に
ん
に
く
の
更
な
る

可
能
性
を
求
め
、
栽
培
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
を
自
社
で

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ー
ワ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

栽
培
し
た
に
ん
に
く
の
中
か

ら
品
質
の
良
い
も
の
を
厳
選

し
、
30
日
間
乾
燥
さ
せ
た
後
、

高
温
・
高
湿
の
室
で
40
日
間
、

発
酵
・
熟
成
し
ま
す
。
す
る

と
、
ま
ろ
や
か
で
濃
厚
な
甘

酸
っ
ぱ
さ
と
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

な
深
い
味
わ
い
が
楽
し
め
る

「
黒
に
ん
に
く
」
の
完
成
。

に
ん
に
く
特
有
の
匂
い
も
な

く
食
べ
易
い
の
で
、
に
ん
に

く
が
苦
手
な
人
に
こ
そ
食
べ

て
も
ら
い
た
い
一
品
で
す
。

　
皮
を
む
い
て
そ
の
ま
ま
食

べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
煮
込

み
料
理
に
入
れ
た
り
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
と
合
わ
せ
て
も
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
１
日
１
粒
、
境
港
の
新
た

な
特
産
品
「
黒
に
ん
に
く
」

を
食
べ
て
元
気
一
杯
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

︱
４
１
２
２)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

我が社

の一品
我が社

の一品

コ
ー
ワ
フ
ァ
ー
ム（
コ
ー
ワ
建
設
）

黒
に
ん
に
く

　
鳥
取
県
内
の
４
商
工
会
議

所
工
業
部
会
は
３
月
４
日
、

境
港
市
で
合
同
の
正
副
部
会

長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
８
回
目
と
な
る
同

会
議
は
、
各
工
業
部
会
の
正

副
部
会
長
が
情
報
交
換
や
合

同
の
事
業
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
県
内
製
造
業
を
中

心
と
し
た
会
員
企
業
の
事
業

発
展
に
役
立
て
よ
う
と
、
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　
同
会
議
は
今
回
、
山
陰
ア

シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱(

渡
町)

と

三
光
㈱(

昭
和
町)

を
視
察
。

山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
で
は
、

２
０
１
７
年
５
月
に
完
成
し

た
新
工
場
を
見
学
し
、
自
社

工
場
と
し
て
は
国
内
唯
一
の

シ
ュ
ー
ズ
生
産
拠
点
で
あ
る

同
工
場
の
歴
史
と
そ
の
最
新

技
術
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
訪
問
し
た
三
光
で

は
、
山
陰
最
大
の
産
業
廃
棄

物
の
焼
却
処
理
施
設
で
あ
る

潮
見
工
場
と
、
汚
水
・
汚
泥

を
炭
化
物
に
処
理
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
な
ど
に
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
ウ
ェ
ス
ト
バ
イ
オ

マ
ス
工
場
を
見
学
。
併
せ
て

そ
の
過
程
で
発
生
す
る
排
熱

を
利
用
し
た
キ
ジ
ハ
タ
養
殖

事
業
も
視
察
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
熱
心
な
質

問
が
出
る
な
ど
、
両
社
の
最

先
端
の
取
り
組
み
に
触
れ
、

こ
れ
か
ら
の
県
内
製
造
業
の

事
業
発
展
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山陰アシックス工業を視察する皆さん40日間の発酵・熟成で完成

　
境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
、コ
ー
ワ
建
設
㈲（
高
松
町
、阿
部
充
社
長
）

の
コ
ー
ワ
フ
ァ
ー
ム
が
生
産
す
る
「
黒
に
ん
に
く
」
で
す
。

県
内
４
商
議
所

工
業
部
会

正
副
部
会
長
会
議

山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
と
三
光
を
視
察
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境港から関東や関西に直行便で海上輸送を目指す「北前船再興・構想案」＝写真はイメージ

タッチ＆ペイの認証システムを紹介する県職員

　
舞
鶴
港(

京
都)

以
西
の

日
本
海
側
に
は
、
国
内
海
上

輸
送
航
路
の
寄
港
地
が
な
く
、

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク(

途
中

で
途
切
れ
て
い
る
区
間)

と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
を
目
指

す
提
案
が
同
社
の
「
北
前
船

の
再
興
・
構
想
案
」
で
す
。

　
内
容
は
、
同
社
が
４
９
９

㌧
級(

全
長
77
ｍ
、
全
幅
12

ｍ)

、
ま
た
は
７
４
９
㌧
級

　
境
港こ

う

の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
境
港
海
陸
運
送
㈱(

大
正

町
、
西
村
誠
社
長)
が
重
要
な
提
案
「
北
前
船
の
再
興
・
構

想
案
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」

は
西
村
社
長
に
こ
の
提
案
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

(

全
長
80
ｍ
、
全
幅
13
ｍ)

の

コ
ン
テ
ナ
貨
物
船
を
チ
ャ
ー

タ
ー
運
航
し
、
境
港
発
着
の

関
東
直
航
便(

東
京
港
を
想

定)

を
月
３
往
復
、
関
西
直

航
便(

大
阪
港
を
想
定)

を
月

４
往
復
す
る
と
い
う
も
の
。

当
面
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の

運
航
に
な
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
直
航
便
は
、
江
戸
期

か
ら
明
治
期
に
か
け
て
日
本

海
海
運
で
活
躍
し
た
北
前
船

の
よ
う
な
輸
送
手
段
の
再
興

を
目
指
す
取
り
組
み
と
い
え

ま
す
。

　
輸
送
す
る
コ
ン
テ
ナ
は
、

通
常
の
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送

で
は
使
わ
な
い
Ｊ
Ｒ
貨
物
仕

様
の
長
さ
３
・
７
ｍ
の
12
㌳

コ
ン
テ
ナ(

最
大
積
載
量
５

㌧)

を
採
用
し
、
小
口
ニ
ー

ズ
の
需
要
拡
大
を
図
り
ま
す
。

積
荷
は
、
紙
や
飲
料
水
、
Ｉ

Ｔ
関
連
部
品
、
製
造
部
品
、

農
産
物
、
特
産
品
な
ど
を
想

定
。

　
同
案
の
背
景
に
は
昨
年
、

西
日
本
で
発
生
し
た
台
風
や

記
録
的
豪
雨
な
ど
で
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
へ
の
被
害
や
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
大
打
撃
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
物
流
の
根
幹
で
あ
る
ト
ラ

ッ
ク
や
鉄
道
な
ど
、
陸
上
の

輸
送
機
能
が
大
き
く
低
下
し

た
た
め
、
山
陰
の
企
業
も
原

材
料
の
調
達
や
製
品
の
出
荷

が
滞
り
、
減
産
や
一
時
保
管

の
倉
庫
確
保
に
追
わ
れ
る
と

い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で

の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
燃
料

の
高
騰
、
鉄
道
で
は
貨
物
の

減
便
や
縮
小
傾
向
な
ど
、
陸

上
輸
送
の
今
後
は
、
混
沌
と

し
た
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
、
こ
れ
か
ら
予
想
さ

れ
る
自
然
災
害
に
備
え
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

の

観
点
か
ら
も
新
た
な
輸
送
モ

ー
ド
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　
境
港
は
、
こ
れ
ら
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
や
障
害
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
冬
季
の
一
時

的
な
荒
天
を
除
け
ば
、
比
較

的
安
定
し
た
海
上
輸
送
が
見

込
め
ま
す
。

　
西
村
社
長
は
、「
積
み
込
ん

だ
コ
ン
テ
ナ
に
境
港
や
山
陰

を
Ｐ
Ｒ
す
る
文
字
、
絵
な
ど

を
描
い
て
定
期
運
航
す
れ
ば
、

効
果
は
抜
群
で
す
。
行
政
か

ら
一
定
の
助
成
支
援
が
得
ら

れ
れ
ば
、
地
域
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
当
構
想
を
ぜ
ひ
実

施
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
案
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
同
社
総
務
部(

☎
42
︱
２

１
２
１)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
は
３
月
11
日
、
し

お
さ
い
会
館(

大
正
町)

で
、

「
本
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
提
供

へ
の
社
会
実
験
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
対
象
は
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会

(

権
田
淳
一
会
長)

の
会
員

で
す
。

　
こ
の
本
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

と
は
、
指
紋
認
証
で
本
人
の

確
認
を
し
た
り
、
決
済
で
き

る
シ
ス
テ
ム(

タ
ッ
チ
＆
ペ

イ)

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
情
報
を
登
録

し
た
ユ
ー
ザ
ー
が
宿
泊
施
設

や
飲
食
店
、
土
産
物
店
な
ど

で
、
認
証
用
の
リ
ー
ダ
ー
に

指
先
で
タ
ッ
チ
す
る
と
、
本

人
確
認
が
で
き
、
様
々
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
認
証
に
は
、
指
紋
の
特
徴

点
を
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
技

術
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

デ
ー
タ
か
ら
指
紋
を
復
元
す

る
こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
万
全
で
す
。

　
経
済
産
業
省
は
、
こ
れ
ま

で
全
国
の
観
光
地
な
ど
で
タ

ッ
チ
＆
ペ
イ
の
実
証
実
験
を

実
施
し
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
本
格
的
な
運
用
が
開
始
で

き
る
よ
う
、
改
修
と
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
鳥
取
県
は
、

全
県
的
な
社
会
実
験
と
し
て

取
り
組
み
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
の
各
温
泉
地
や

主
要
観
光
地
で
商
工
団
体
主

導
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
、
取
り
組
み
内
容

を
検
討
中
で
す
。

　
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

本
人
確
認
サ
ー
ビ
ス
、
決
済

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
ポ
イ
ン
ト

や
地
域
チ
ケ
ッ
ト
を
賦
与
す

ー鳥取県ー

社会実験説明会を開催
本人認証サービスの提供へ本人認証サービスの提供へ

ち
ょ
っ
と拝 見

境港海陸運送

境
港
発
着
の
海
上
輸
送
を
提
案

小
口
貨
物
の
輸
送
に
力

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
、

各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
決
定
し
ま
す
。

　
一
方
、
タ
ッ
チ
＆
ペ
イ
の

消
費
デ
ー
タ
や
宿
泊
デ
ー
タ

は
、
他
の
情
報
と
と
も
に
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
集
積
さ

れ
、
来
客
予
測
な
ど
に
利
用

可
能
な
デ
ー
タ
と
し
て
事
業

者
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
６

月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
、

鳥
取
県
版
経
営
革
新
総
合
支

援
補
助
金
の
公
募
を
行
い
ま

す
。

　
同
補
助
金
は
鳥
取
県
の
制

度
で
あ
る
県
版
経
営
革
新
総

合
支
援
事
業
の
一
環
で
、
経

営
革
新
計
画
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
申
請
要
件
で

す
。

　
同
計
画
は
、
企
業
の
成
長

　
社
会
実
験
は
７
月
か
ら
２

０
１
９
年
度
末
ま
で
実
施
予

定
で
、
登
録
者
を
増
や
す
た

め
の
Ｐ
Ｒ
は
、
駅
、
空
港
、

国
際
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル(

Ｄ

Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
乗

り
場)

な
ど
で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
商
工

労
働
部
企
業
支
援
課(

☎
０

８
５
７
︱
26
︱
７
２
４
２)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

段
階
や
経
営
戦
略
に
応
じ
て

▽
ス
タ
ー
ト
型
＝
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
実
施
▽
生
産
性

向
上
型
＝
経
営
力
の
強
化
▽

成
長
・
拡
大
型
＝
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
︱
と

い
っ
た
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
認
定
申
請
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

へ
。

鳥
取
県
版

経
営
革
新

総
合
支
援
補
助
金

公
募
期
間
は
６
月
３
日
〜
28
日
境港商議所
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み
な
と
祭
前
夜
祭
企
画
実

施
本
部(

西
村
誠
本
部
長)

は
み
な
と
祭
の
前
夜
祭
と
し

て
、
こ
と
し
で
18
回
目
と
な

る
「
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
を

７
月
20
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
同
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
境
港
の
地
域
資
源
で

あ
る
妖
怪
を
活
用
し
て
境
港

を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

２
０
０
２
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
。
毎
年
、

著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多

数
参
加
し
、
全
国
の
ジ
ャ
ズ

フ
ァ
ン
ら
の
注
目
を
集
め
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
20
日
㈯
　
午
後

３
時
30
分
～
10
時(

予
定)

会
場
　
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車

場
特
設
ス
テ
ー
ジ(

境
港
市

大
正
町)

入
場
料
　
▽
一
般
＝
６
０
０

０
円(

当
日
券
＝
７
０
０
０

円)

▽
高
校
生
以
下
＝
２
０

０
０
円(

当
日
券
＝
２
５
０

０
円)

▽
未
就
学
児
＝
無
料

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
近
日
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http:

//w
w

w
.sakaim

inato.net/
yo-kaijazz)

な
ど
で
発
表

チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
　
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ケ
ッ
ト

の
先
行
販
売
を
行
い
ま
す

(

当
日
、
会
場
に
先
行
入
場

で
き
る
特
典
が
あ
り
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
同
本
部
事
務

局(

境
港
市
観
光
振
興
課
内

・
☎
47
︱
１
０
６
８)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
な
と
祭
前
夜
祭
と
し
て
開
催

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
近
日
発
表

７
月
20
日

毎回ジャズファンを魅了する出演者＝昨年の妖怪ジャズフェスティバル

夢
み
な
と

タ
ワ
ー

平
成
最
後
の
ラ
イ
ブ

井
上
博
義
ト
リ
オ
プ
ラ
ス
ワ
ン
が
出
演

4月21日

外国人観光客の街歩きをサポートする観光案内図

ベースを弾く井上博義氏

　
境
港
市
出
身
で
境
港
妖
怪

レ
ー
ベ
ル
の
専
属
作
曲
家
兼

歌
手
で
あ
り
、「
鬼
太
郎
音

頭
」
な
ど
の
ご
当
地
ソ
ン
グ

の
作
曲
者
と
し
て
も
知
ら
れ

る
石
田
光
輝
氏
の
「
石
田
光

輝
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
４
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
主
催
は
妖
怪
レ
ー
ベ
ル

で
す
。

　
石
田
氏
は
昨
年
、
日
本
作

曲
家
協
会
・
日
本
作
詞
家
協

会
の
主
催
す
る
「
ソ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、

川
中
美
幸
さ
ん
の
歌
う
「
ち

ゃ
ん
ち
き
小
町
」
の
作
曲
で

最
優
秀
作
曲
賞
を
受
賞
。
６

度
目
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
と

い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
石
田
氏
は
、
３
月
31

日
に
米
子
市
の
発
展
に
尽
力

し
た
功
績
で
、
同
市
か
ら
文

化
善
行
者
と
し
て
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

綿
貫
ゆ
か
さ
ん
を
初
め

と
す
る
石
田
光
輝
氏
の

山
陰
一
門
会
の
面
々
や

交
友
の
あ
る
ゴ
ス
ペ
ル

オ
ー
ブ
も
参
加
し
ま
す
。

今
年
で
再
結
成
20
周
年

を
迎
え
る
石
田
氏
の
バ

ン
ド
「
石
田
光
輝
＆
Ｇ

Ｏ
Ｚ
‘
ｓ
」
も
出
演
し
、

懐
か
し
の
エ
レ
キ
サ
ウ

ン
ド
を
聴
か
せ
ま
す
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
14
日
㈰
▽
開
場

＝
午
後
１
時
30
分
▽
開
演
＝

午
後
２
時

場
所
　
米
子
市
公
会
堂
大
ホ

ー
ル(
米
子
市
角
盤
町)

入
場
料
　
▽
前
売
り
＝
３
５

０
０
円
▽
当
日
＝
４
０
０
０

円
　
※
全
席
自
由
席
、
新
曲

Ｃ
Ｄ
付
き

　
詳
し
く
は
、
境
港
妖
怪
レ

ー
ベ
ル(

境
港
市
観
光
協
会

内
・
☎
47
︱
３
８
８
０)

、

ま
た
は
石
田
光
輝
音
楽
事
務

所(

☎
48
︱
０
２
２
３)

へ
。

石田光輝氏

ふるさとコンサートふるさとコンサートふるさとコンサート
ー 妖怪レーベル ー

4月14日 作曲家
歌　手

　
境
港
市
観
光
協
会
は
「
境

港
市
観
光
案
内
図
」
の
英
語

版
、
中
国
語
版
、
韓
国
語
版

を
作
成
し
、
配
布
を
始
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
観
光
案
内
図
は
20
数

年
前
に
作
成
し
て
以
来
、
毎

年
数
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
情

報
の
見
直
し
を
図
り
、
常
に

新
鮮
な
情
報
を
観
光
で
訪
れ

た
お
客
様
に
提
供
し
、
街
歩

き
に
は
欠
か
せ
な
い
情
報
源

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
米
子
鬼
太
郎
空
港

を
発
着
す
る
ソ
ウ
ル
便
、
香

港
便
と
も
増
便
さ
れ
、
今
年

も
引
き
続
き
好
調
で
す
。
来

年
春
に
は
竹
内
団
地
に
建
設

中
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

も
供
用
が
始
ま
り
、
ク
ル
ー

ズ
客
船
な
ど
を
利
用
し
た
外

国
人
観
光
客
も
今
後
増
加
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
と
な

る
来
年
２
０
２
０
年
に
は
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
日
本

へ
の
来
訪
４
０
０
０
万
人
が

目
標
と
さ
れ
て
お
り
、
山
陰

や
境
港
に
も
多
く
の
外
国
人

観
光
客
の
来
訪
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
境

港
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客

の
皆
さ
ん
に
も
日
本
人
観
光

客
と
同
様
に
境
港
の
魅
力
に

触
れ
て
も
ら
い
、
街
歩
き
な

ど
の
助
け
と
な
る
よ
う
今
回

の
外
国
語
版
観
光
案
内
図
が

製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
外
国
語
版
は
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
各
２
万
部

が
作
ら
れ
、
米
子
鬼
太
郎
空

港
や
境
港
国
際
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
境
港
市
・
米
子
市
・

松
江
市
・
出
雲
市
・
安
来
市

観
光
案
内
所
、
境
港
市
内
観

光
施
設
や
宿
泊
施
設
な
ど
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会(

☎
47
︱
３
８
８
０)

へ
。

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
と
境
港

市
観
光
協
会
は
４
月
21
日
、

「
井
上
博
義
ト
リ
オ
プ
ラ
ス

ワ
ン
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
井
上
博
義
氏
は
、
広
島
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
ベ
ー

シ
ス
ト
。
こ
れ
ま
で
何
度
も

境
港
で
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
、「
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
」

に
も
出
演
し
て
い
る
お
馴
染

み
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。

　
井
上
氏
は
、
１
９
３
７
年

鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
１
９
５

６
年
に
東
京
で
プ
ロ
の
演
奏

家
と
し
て
活
動
を
開
始
。
早

稲
田
大
学
「
ハ
イ
ソ
サ
エ
テ

ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
を
学
生

バ
ン
ド
日
本
一
に
す
る
基
礎

を
築
く
な
ど
、
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
広
島
に
拠
点
を
移
し
て
か

ら
は
、
川
合
音
楽
教
室
の
講

師
を
務
め
、
後
進
の
育
成
に

も
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
平
成
最
後
の
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
で
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
同
ラ
イ
ブ
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
21
日
㈰
　
▽
開

場
＝
午
後
６
時
▽
開
演
＝
午

後
７
時

会
場
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
４

階 

Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ(

境
港
市

竹
内
団
地)

出
演
者
　
▽
井
上
博
義(

Ｂ

ａ
ｓ
ｓ
、
リ
ー
ダ
ー)

▽
な

か
に
し
隆(

Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ)

吉
岡
洋
充(

Ｄ
ｒ
ｕ
ｍ
‘
ｓ)

▽
田
中
玲
子(

Ｖ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ)

チ
ケ
ッ
ト
　
▽
前
売
り
＝
３

０
０
０
円
▽
当
日
３
５
０
０

円(

全
席
自
由)

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会(

☎
47
︱
３
８
８
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

英語・中国語・韓国語版を作成

境港市観光案内図
ー 境港市観光協会 ー

たくさんの仲間たちと歌う石田光輝氏
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大山夏の風物詩「大献灯」はことしも年2回開催

　
２
０
１
７
年
度
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
き
た
伯
耆
国
「
大

山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」
は
、

今
年
度
が
〝
結
願(

締
め
く

く
り)

〟
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
同
実
行
委
員
会
の
今
年
度

の
事
業
は
、
１
３
０
０
年
祭

を
通
じ
て
見
出
さ
れ
た
「
歴

史
・
文
化
」、「
自
然
・
ア
ウ

ト
ド
ア
」、「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
」、「
食
」
な
ど
、

多
様
な
地
域
の
資
源
や
魅
力

を
活
用
し
、
大
山
圏
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
観
光
客
の
誘

致
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で

す
。

　
同
祭
の
今
年
度
の
主
な
イ

ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

歴
史
文
化

　〈
大
山
山
麓
の
謎
解
き
宝

探
し
〉
▽
内
容
＝
地
域
を
宝

探
し
エ
リ
ア
と
し
て
、
観
光

客
ら
に
歴
史
・
文
化
に
触
れ

な
が
ら
地
域
を
巡
っ
て
も
ら

う
謎
解
き
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト

▽
開
催
日
＝
７
月
～
９
月

(

調
整
中)

▽
場
所
＝
大
山

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

４月の相談日
４月４日㈭ 産 業 医

４月11日㈭ 産 業 医

４月18日㈭ 産 業 医

４月25日㈭ 産 業 医

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
観
光
局
は
、
観
光
庁
の
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ(

観
光
地
域
づ

く
り
の
か
じ
取
り
役)

の
正

式
登
録
に
向
け
て
、
４
月
１

日
に
一
般
社
団
法
人
と
な
り

ま
し
た
。

　
同
観
光
局
は
、
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
ブ
ロ

ッ
ク
経
済
協
議
会
、
中
海
・

宍
道
湖
観
光
協
会
会
議
の
３

団
体
が
圏
域
の
一
体
的
な
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

２
０
１
８
年
７
月
に
創
立
し

た
も
の
。

　
会
長
は
、中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会

の
会
長
で
あ
る
堀
田
收
・
境

港
商
工
会
議
所
会
頭
が
就
任
。

国
内
向
け
の
通
称
を
「
山
陰

ま
ん
な
か
観
光
局
」
と
し
ま

し
た
。

　
目
的
は
、
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
文
化
に
根
差
し
た
多

様
な
観
光
資
源
を
活
か
し
て

観
光
振
興
を
図
り
、
に
ぎ
わ

い
や
潤
い
、
移
住
を
創
出
し
、

持
続
可
能
な
圏
域
と
す
る
こ

と
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
山
陰
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
機
構
な
ど
、
観
光

関
係
団
体
と
互
い
に
連
携
・

調
整
し
、
国
内
外
へ
の
情
報

発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
展
開
。
ま
た
、
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境

を
整
備
し
て
満
足
度
を
高
め
、

圏
域
へ
の
観
光
客
誘
致
の
増

加
や
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
局(

松

江
市
玉
湯
支
所
内
・
☎
０
８

５
２
︱
55
︱
５
０
５
７)

へ
。

寺
エ
リ
ア
ほ
か

　〈
大
山
の
大
献
灯
〉
▽
内

容
＝
和
傘
、
絵
灯
籠
が
夜
の

大
山
を
幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
▽
開
催
日
＝
８
月
お
盆
、

９
月
～
10
月
の
一
定
期
間

(

調
整
中)

▽
場
所
＝
大
山

寺
参
道
な
ど

　〈
秋
の
た
い
ま
つ
行
列
〉　

▽
内
容
＝
通
常
年
１
回
、
大

山
夏
山
開
き
祭(

前
夜
祭)

で
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
「
た

い
ま
つ
行
列
」
を
昨
年
同
様

に
秋
に
も
実
施
▽
開
催
日
＝

９
月(

調
整
中)

▽
場
所
＝

大
神
山
神
社
～
大
山
博
労
座

　〈
結
願
法
要
〉
▽
内
容
＝

大
山
開
創
１
３
０
０
年
祭
の

締
め
く
く
り
と
な
る
法
要
▽

開
催
日
＝
10
月
24
日
㈭
▽
場

所
＝
大
山
寺

 

自
然
・
ア
ウ
ト
ド
ア

　〈
新
し
い
大
山
詣
り
「
ホ

ー
リ
ー
ト
レ
イ
ル
」
大
会
〉

▽
内
容
＝
大
山
古
道
を
活
用

し
、
当
時
の
暮
ら
し
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
、
歴
史
、
文

化
、
自
然
、
食
を
一
度
に
満

喫
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
▽
開
催
日
＝
９
月
▽

場
所
＝
大
山
古
道

 

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

　〈
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
〉　
▽

内
容
＝
美
し
い
星
空
を
望
み

な
が
ら
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

▽
開
催
日
＝
５
月
頃
▽
場
所

＝
大
山
博
労
座
駐
車
場

　〈
妖
怪
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
〉

▽
内
容
＝
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
夜
間
演
出
照
明
を
活
用

し
、
着
ぐ
る
み
と
と
も
に
夜

の
同
ロ
ー
ド
を
練
り
歩
く
▽

開
催
日
＝
通
年(

年
間
40
日

程
度
開
催)

▽
場
所
＝
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会(

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務

所
地
域
振
興
局
・
☎
31
︱
９

７
６
９)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大

漁
祭
が
３
月
16
日
と
17
日
の

２
日
間
、
境
水
道
海
岸
通
り

を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
両
日

合
わ
せ
て
約
１
万
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
主

催
は
、
同
祭
実
行
委
員
会
。

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
今
回
が
５
回
目
で
し

た
。

　
同
祭
は
、
▽
境
港
お
さ
か

な
ロ
ー
ド
の
周
知
▽
境
水
道

海
岸
通
り
と
、
隣
接
す
る
沿

岸
一
帯
の
魅
力
度
向
上
▽
地

元
の
食
材
や
特
産
品
な
ど
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
▽
地
元
に

境
港
の
良
さ
を
再
発
見
し
て

も
ら
い
、
県
外
の
人
に
も
そ

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
︱
な
ど
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
。

　
今
回
は
、「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ

ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
in
境
港
」

も
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
店
舗
は
、
同
祭
に
出
店
し

た
屋
台
ブ
ー
ス
24
店
舗
の
う

ち
12
店
舗
。
入
賞
結
果
は
、

▽
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
元
気
み
な

と(

カ
ニ
だ
し
あ
ん
か
け
皿

う
ど
ん)

▽
準
グ
ラ
ン
プ
リ

＝
山
芳
海
産(

づ
け
丼)

▽

第
三
位
＝
ま
つ
ぼ
っ
く
り
事

業
所(

い
か
飯
春

巻
き)

︱
で
し
た
。

　
一
番
人
気
の

イ
ベ
ン
ト
「
お
さ

か
な
ロ
ー
ド
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

に
は
、
悪
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

両
日
で
約
４
０

０
人
が
参
加
。

　
ま
た
、
松
江
市

出
身
の
演
歌
歌

手
・
小
川
た
け
る

氏
と
境
港
市
出

身
の
俳
優
・
永
瀬

匡
氏
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
に
ぎ
や
か
に

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
に
ぎ
や
か
に

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
に
ぎ
や
か
に

Ｓｅａ
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

圏
域
観
光
局 

一般
社
団
法
人
に

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

県
内
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
手
続
き

Ｇ
Ｗ
前
後
は
混
雑
の
予
想

境港警察署

　
鳥
取
県
内
の
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
期
間
中
〈
４
月
27
日

㈯
～
５
月
６
日
㈪
〉
の
免
許

更
新
手
続
き
を
次
の
よ
う
に

取
り
扱
い
ま
す
。

●
東
部
地
区
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー(

鳥
取
市
吉
方
温
泉
・

☎
０
８
５
７
︱
36
︱
１
１
２

２)

　
▽
４
月
27
日
㈯
～
５

月
６
日
㈪
＝
閉
庁

●
中
部
地
区
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー(

東
伯
郡
湯
梨
浜
町
・

☎
０
８
５
８
︱
35
︱
６
１
１

０)

　
▽
４
月
27
日
㈯
＝
閉

庁
▽
４
月
28
日
㈰
＝
手
続
き

可
▽
４
月
29
日
㈪
～
５
月
４

日
㈯
＝
閉
庁
▽
５
月
５
日
㈰

＝
手
続
き
可

●
西
部
地
区
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー(

米
子
市
上
福
原
・
☎
22

︱
４
６
０
７)

　
▽
４
月
27

日
㈯
～
５
月
６
日
㈪
＝
閉
庁

　
４
月
26
日
㈮
、
５
月
７
日

㈫
、
５
月
８
日
㈬
は
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
︱
０
１
１
０)

へ
。

大漁祭のスタートを宣言する主催者ら

伯耆国「大山開山1300年祭」

３年間の
最 終 年多彩な催しで締めくくり３年間の
最 終 年多彩な催しで締めくくり

伯耆国「大山開山1300年祭」

見出された地域の魅力を活用見出された地域の魅力を活用
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東京製綱株式会社代理店
膨張式救命いかだ
整備事業場

株式会社 昭 和 船 具 店
代表取締役 門　永　康一郎

境港市相生町 10 番地　TEL(0859)44－5511（代）
FAX(0859)42－6769　E－mail:showa@chic.ocn.ne.jp

運輸局認定

 
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

　
労
働
基
準
法
は
、
原
則
と

し
て
、
労
働
時
間
は
１
日
８

時
間
及
び
１
週
40
時
間
以
内
、

ま
た
休
日
は
、
毎
週
少
な
く

と
も
１
回
は
与
え
る
こ
と
と

規
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
規
定
を
超
え
て
、
労

働
者
を
働
か
せ
る
た
め
に
は
、

労
使
の
合
意
に
基
づ
く
36

（
サ
ブ
ロ
ク)

協
定
を
締
結
し
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
の
署

長
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
同
法
の
改
正
で
、
時
間
外

労
働
の
上
限
は
、
原
則
と
し

て
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間
と
な
り
、
臨
時
的
な
特
別

な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
臨
時
的
な
特
別
な

事
情
が
あ
っ
て
労
使
が
合
意

す
る
場
合（
特
別
条
項
）で

も
、
▽
時
間
外
労
働
は
年

７
２
０
時
間
以
内
▽
時
間
外

労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
が

月
１
０
０
時
間
未
満
▽
時
間

外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計

に
つ
い
て
、「
２
カ
月
平
均
」

「
３
カ
月
平
均
」「
４
カ
月
平

均
」「
５
カ
月
平
均
」「
６
カ

月
平
均
」
が
全
て
１
カ
月
当

た
り
80
時
間
以
内
と
す
る
こ

と
▽
時
間
外
労
働
が
月
45
時

間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
年
６
カ
月
が
限
度
︱

な
ど
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に

は
、
罰
則（
６
カ
月
以
上
の

懲
役
、
ま
た
は
30
万
円
以

下
の
罰
金
）が
科
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
同
規
定
は
、

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
中
小
企

業
は
２
０
２
０
年
４
月
１
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

 

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇

 

の
確
実
な
取
得

　
改
正
さ
れ
た
労
働
基
準
法

で
は
、
全
て
の
企
業
に
お
い

て
、
年
10
日
以
上
の
年
次
有

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
労

働
者（
管
理
監
督
者
を
含
む
）

に
対
し
て
、
年
次
有
給
休
暇

の
日
数
の
う
ち
、
年
５
日
は
、

使
用
者
が
時
季
を
指
定
し
て

取
得
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

　
時
季
指
定
に
当
た
っ
て
は
、

労
働
者
の
意
見
を
聴
取
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

で
き
る
限
り
、
労
働
者
の
希

望
に
沿
っ
た
取
得
時
季
に
な

る
よ
う
、
聴
取
し
た
意
見
を

尊
重
す
る
よ
う
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
、
５
日
以
上
の
年

次
有
給
休
暇
を
請
求
・
取
得

し
て
い
る
労
働
者
に
対
し
て

は
、
使
用
者
に
よ
る
時
季
指

定
を
す
る
必
要
は
な
く
、
ま

た
、
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

　
使
用
者
は
、
労
働
者
ご
と

に
年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
を

作
成
し
、
３
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
使
用
者
に
よ
る
年
次
有

給
休
暇
の
時
季
指
定
を
実
施

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ

な
か
っ
た
場
合
▽
使
用
者
に

よ
る
時
季
指
定
を
行
う
場
合

に
お
い
て
、
就
業
規
則
に
記

載
し
て
い
な
い
場
合
▽
労
働

者
の
請
求
す
る
時
季
に
所
定

の
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
な

か
っ
た
場
合
︱
に
罰
則
が
科

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

用
労
働
法
が
改
正
さ
れ
、
２

０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
中
小
企
業
へ

の
適
用
は
、
２
０
２
１
年
４

月
１
日
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
同
法
の
改
正
目
的
は
、
同

一
企
業
内
に
お
け
る
正
社
員

と
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
の

間
の
不
合
理
な
待
遇
の
差
を

な
く
し
、
ど
の
よ
う
な
雇
用

形
態
を
選
択
し
て
も
待
遇
に

納
得
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
多
様

で
柔
軟
な
働
き
方
を
「
選
択

で
き
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

　
こ
の
た
め
同
法
は
、
▽
不

合
理
な
待
遇
差
を
な
く
す
た

め
の
規
定
の
整
備
▽
労
働
者

に
対
す
る
、
待
遇
に
関
す
る

説
明
義
務
を
強
化
▽
行
政
に

よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・
指

導
な
ど
や
裁
判
外
紛
争
解
決

手
続
き
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の

規
定
を
整
備
︱
な
ど
の
内
容

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
説
明
会
の
最
後
に
久
保
田

室
長
補
佐
は
、「
働
き
方
改

革
は
、
業
績
向
上
の
チ
ャ
ン

ス
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

す
る
場
合
は
、
時
季
指
定
の

対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲

及
び
時
季
指
定
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
就
業
規
則
に
記

載
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

　
同
法
で
は
、
▽
年
５
日
の

　
こ
の
規
定
は
、
２
０
１
９

年
４
月
か
ら
全
て
の
事
業
所

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

同
一
労
働
同
一
賃
金

 

（
公
正
な
待
遇
の
確
保
）

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

　

境
港
商
工
会
議
所
は
３
月
12
日
、
働
き
方
改
革
関
連
法
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
説
明
会
は
、
米
子
労
働
基
準
監

督
署 

労
働
基
準
監
督
官
の
山
田
恭や

す

大ひ
ろ

氏
と
鳥
取
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
室
長
補
佐
の
久
保
田
剛つ

よ
し

氏
を
招
き
、
関

連
法
の
内
容
を
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
。
山
田
監
督
官
は
、「
労

働
時
間
法
制
の
見
直
し
等
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
。
ま
た
、「
同

一
労
働
同
一
賃
金（
公
正
な
待
遇
の
確
保
）」
に
つ
い
て
、
久

保
田
室
長
補
佐
が
解
説
し
ま
し
た
。
説
明
会
の
あ
ら
ま
し
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

業
績
向
上
の
チ
ャ
ン
ス
に

　働き方改革サポートオフィス鳥取は、県内企

業の働き方改革を支援しています。同オフィス

は、鳥取労働局が鳥取県社会保険労務士会に

委託して設置しているもの。

　「労働時間管理のノウハウ」「時間外労働の上

限規制に向けた対応方法」「非正規労働者の処

遇改善に向けた取り組み」「弾力的な労働時間

制度の構築」「就業規則の作成方法」「賃金規

定の見直し」「人材の定着確保・育成に効果的

な労務管理」など、働き方改革全般に関する

総合的な支援を行います。

　また、「36協定について、詳しく知りたい」「従

業員の定着を良くしたい」「労働関係助成金の

活用方法」「人手不足への対応」といった様 な々

ご相談に応じます。

　相談は無料、相談内容は秘密厳守で対応し

ます。専門家が直接企業に訪問することもでき

ます。また、出張相談会やセミナーも開催して

います。

　詳しくは、同オフィス(鳥取市富安、☎０８００

－２００－３２９５)にお問い合わせください。

働き方改革関連法のポイント学ぶ
４月１日施行を前に説明会

相談・支援の体制を充実

ー サポートオフィス鳥取 ー

働き方改革推進に力

久保田剛室長補佐は公正な待遇の
確保について説明

労働時間法制について説明する山田
恭大監督官
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など

 米子市水道局指定工事店

 公共下水道指定工事店　ＬＰガス　住宅設備機器

鳥取県境港市幸神町１５４番地

TEL(0859)45-2131(代)

足立燃料有限会社
代表取締役社長 足 立 　 祥

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

7

境　港

№86

青色申告会

青色申告会の元気企業

ストレス発散に効果あり
ー カラオケ メグ ー

　
新
元
号
が
発
表
さ
れ
、
日

本
全
国
津
々
浦
々
で
お
祝
い

ム
ー
ド
。
４
月
の
桜
や
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
だ
よ
り
な
ど
、
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
が
終
り
、
新
年

度
に
向
け
て
出
発
し
て
お
ら

れ
る
事
業
所
の
業
績
が
少
し

で
も
伸
び
る
こ
と
を
願
う
の

は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
だ
と

壁一面大画面・大迫力のプロジェクター
ルームを紹介する富谷和彦さん

思
い
ま
す
。

　
女
性
部
は
昨
年
、
会
員
相

互
の
交
流
の
場
と
し
て
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
勉
強
会

な
ど
を
企
画
し
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
６
月
に
は
、
女
性
部
総
会

を
行
い
ま
す
。
こ
ん
な
視
察

先
、
こ
ん
な
勉
強
会
な
ど
、

色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
女
性
部

活
動
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

【事業所のあらまし】
事業所名	 カラオケ	メグ
代 表 者	 富谷 和彦（とみたに・かずひこ）
所 在 地	 境港市竹内町3583-22
事業内容	 カラオケボックス
営業時間	 12：00～2：00
定 休 日	 水曜日
T E L	 0859-45-2322

税務・会計
一 口 メモ

…22
少額減価償却資産

　
建
物
、
機
械
装
置
、
車
両

な
ど
、
高
額
で
長
期
に
わ
た

り
使
用
す
る
資
産(

固
定
資

産)

を
事
業
用
と
し
て
取
得

し
た
場
合
、
取
得
年
分
の
経

費
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
産
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
法

定
耐
用
年
数
に
よ
っ
て
費
用

を
配
分
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
減
価
償

却
費
」
と
い
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
時
間
の
経
過
に

よ
り
、
価
値
が
減
少
し
な
い

も
の(

土
地
、
高
額
な
美
術

品
、
貴
金
属
な
ど)

は
減
価

償
却
の
対
象
に
な
ら
ず
、
減

価
償
却
費
と
し
て
費
用
計
上

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
減
価
償
却
費
は
、
資
産
の

取
得
金
額
に
よ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
取
り
扱
い
と
な
り
ま

す
。

①
取
得
価
額
10
万
円
未
満
＝

取
得
し
た
年
分
の
必
要
経
費

(

消
耗
品
費
な
ど)

と
し
て

処
理

②
取
得
価
額
10
万
円
～
＝
減

価
償
却
の
対
象
と
な
る

③
取
得
価
額
10
万
円
～
20
万

円
未
満(

一
括
償
却
資
産)

＝
耐
用
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

３
分
の
１
ず
つ
３
年
間
に
わ

た
っ
て
減
価
償
却
を
計
上

④
取
得
価
額
10
万
円
～
30
万

円
未
満
＝
少
額
減
価
償
却
資

産
の
取
得
価
額
を
必
要
経
費

算
入
の
特
例
に
適
用
す
る
こ

と
が
可
能

　
こ
の
う
ち
④
に
つ
い
て
は
、

青
色
申
告
者
の
み
に
認
め
ら

れ
た
制
度
で
あ
り
、
30
万
円

未
満
の
資
産
を
複
数
取
得
し

た
場
合
、「
少
額
減
価
償
却

資
産
」
と
し
て
、
購
入
年
度

に
全
額
を
経
費
と
し
て
計
上

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
１
年
間
に
取
得

し
た
少
額
減
価
償
却
資
産
の

合
計
額
の
う
ち
、
３
０
０
万

円
以
下
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
竹
内
町
の
国
道
４
３
１
号

線
沿
い
に
、富
谷
さ
ん
が「
牛

骨
ラ
ー
メ
ン
富
ん
や
」
を
昨

年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
店
は
以
前
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
で
営
業
し
て
い
た

が
、
事
情
に
よ
り
閉
店
。
そ

し
て
、
や
っ
ぱ
り
ラ
ー
メ
ン

店
が
や
り
た
い
と
、
カ
ラ
オ

ケ 

メ
グ
に
隣
接
し
て
再
度
、

店
舗
を
構
え
た
。

　
こ
の
場
所
は
１
９
９
７

(

平
成
９)

年
、
夢
み
な
と
博

の
時
ま
で
営
業
し
て
い
た
喫

茶
店
「
ラ
ブ
リ
ー 

メ
グ
」

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。

　
昔
の
喫
茶
店
を
懐
か
し
く

思
い
出
す
人
も
い
る
だ
ろ
う

が
、
そ
の
こ
ろ
は
喫
茶
店
と

カ
ラ
オ
ケ
店
の
両
方
を
営
業

し
て
い
た
。
カ
ラ
オ
ケ
店
は
、

県
登
録
１
号
と
か
で
長
い
歴

史
を
誇
る
。

　
今
回
は
ラ
ー
メ
ン
店
開
業

に
合
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
カ
ラ
オ
ケ 

メ
グ
を
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
メ
グ
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
し

た
壁
一
面
大
画
面
・
大
迫
力

の
２
部
屋
を
用
意
し
、
全
部

で
９
部
屋
と
な
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
ル
ー
ム
で
、
大

人
数
で
歌
う
と
大
盛
り
上
が

り
間
違
い
な
し
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
若
い
人
た
ち
か
ら

要
望
の
強
い
カ
ラ
オ
ケ
最
新

機
種(

ラ
イ
ブ
ダ
ム
ス
タ
ジ

ア
ム)

を
導
入
し
た
。「
30
万

曲
は
あ
る
だ
ろ
う
」
と
富
谷

さ
ん
。

　
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
進
歩
は

凄
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

新
曲
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
前

に
カ
ラ
オ
ケ
に
曲
が
入
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

　
ち
な
み
に
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
時
代
を
知
っ
て
い
る
私

は
、
昔
は
新
曲
が
入
る
の
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、
近

頃
は
当
時
の
新
曲
で
事
足
り

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

進
歩
の
恩
恵
に
は
あ
ま
り
関

係
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

が
残
念
。

　
カ
ラ
オ
ケ
利
用
者
は
中
高

生
か
ら
年
配
者
、
家
族
連
れ

な
ど
、
老
若
男
女
を
問
わ
な

い
。
中
に
は
機
材
を
持
ち
込

ん
で
バ
ン
ド
練
習
を
し
て
い

る
人
た
ち
も
い
る
そ
う
で
、

カ
ラ
オ
ケ
を
使
わ
な
い
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
利
用
も
あ
る
。

　
営
業
時
間
は
、
正
午
か
ら

翌
午
前
２
時
ま
で
。
飲
食
物

の
持
ち
込
み
オ
ー
ケ
ー
で
、

ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意

し
て
い
る
。

　
利
用
し
や
す
い
料
金
を
設

定
し
て
お
り
、
１
部
屋
の
料

金
が
平
日
午
後
７
時
ま
で
１

時
間
９
０
０
円(

人
数
フ
リ

ー)

や
フ
リ
ー
タ
イ
ム
料
金

(

二
人
以
上)

と
し
て
、
平
日

午
後
６
時
ま
で
１
人
６
０
０

円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
心
掛
け
て
い
る
の
は
ス
ピ

ー
カ
ー
、
ア
ン
プ
類
の
音
響

設
備
を
定
期
的
に
更
新
し
て
、

い
い
音
で
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
。
そ
し
て
、
可
能
な
限

り
カ
ラ
オ
ケ
機
の
最
新
機
種

を
導
入
す
る
こ
と
だ
。

　「
カ
ラ
オ
ケ
は
仲
間
と
ワ

イ
ワ
イ
騒
ぎ
な
が
ら
楽
し
め

る
の
が
い
い
」
と
富
谷
さ
ん
。

歌
う
こ
と
は
精
神
を
安
定
さ

せ
る
効
果
が
あ
り
、
ス
ト
レ

ス
を
発
散
さ
せ
る
の
に
有
効

だ
と
い
う
。
ス
ト
レ
ス
の
溜

ま
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
カ
ラ

オ
ケ
で
ス
ッ
キ
リ
、
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
H

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ④

確定申告が自宅で完結
　皆さん、今年の確定申告は、どのようにされま

したか。インターネットで確定申告を済ますこと

ができるのをご存知でしょうか。

　これを国税電子申告・納税システム「e-TAX」

といいます。青色申告を含めた所得税や贈与税な

ど、税法に規定されている申請や届出などの手続

に利用できます。

　昨年は、所得税の確定申告書を提出に行きまし

たが、たくさんの人が並んで待っていました。

e-TAX	にすると、税務署などに出向く必要はな

く、すべて自宅で済ますことができるそうです。

　今回こそ、「e-TAXデビュー」をしようと思って

昨年、マイナンバーカードを取得しました。さっ

そく始めてみようと、Googleの検索画面で「確定

申告	ネット」と打ち込み、国税庁のホームページ

「個人でご利用の方	e-Tax	国税庁」をクリック。

どれどれ、良く読めば何とかできそうです。

　ホームページには、e-Taxのメリットについて

▷税務署に行かなくても自宅からネットで提出で

きる▷添付書類が省略できる▷還付金処理がスピ

ーディー (2～3週間程度で処理)▷24時間受付

(確定申告期間中)－と記載してありました。

　e-TAX	は、確定申告だけじゃなく、納税もで

きるんですね。納税証明書も発行してくれます。

いちいち、役所まで足を運ばなくてもいいのです。

　詳しくは、米子税務署(☎32－4221)へ、

また国税庁のホームページをご覧ください。
　　

　　　PEGAZOU shop ぺガ蔵

　　　佐々木 隆成

女
性
部
だ
よ
り

活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
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ド
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私達は、人と地域とエネルギーの調和ある発展を求め、
生活創造産業として
心豊かな人間社会の実現に貢献します。

地域のコミュニティとして広がるネットワーク

〒684-0002 境港市弥生町206 TEL（0859）42‐2155㈹ FAX（0859）42-3645

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
が
好

正解と当選者

調
で
す
。
こ
と
し
１
月
と
２

月
の
合
計
入
り
込
み
客
数
は
、

27
万
３
０
６
１
人
で
し
た
。

前
年
の
同
じ
２
カ
月
間
と
比

べ
て
、
84
・
５
％
も
増
加
し

ま
し
た
。
や
は
り
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
効
果
が
大
き
い
の
で

し
ょ
う
。
特
に
連
日
行
わ
れ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

4
月
の
イ
ベ
ン
ト

て
い
る
夜
間
演
出
照
明
は
、

「
妖
怪
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」

と
い
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

新
た
に
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

伯
耆
国
「
大
山
開
山
１
３
０

０
年
祭
」
の
参
加
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
て
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

２
０
１
９

期
間
　
３
月
16
日
㈯
～
５
月

６
日
㈪(

３
月
18
日
㈪
～
20

日
㈬
は
休
館
、
４
月
８
日
㈪

～
４
月
26
日
㈮
は
土
・
日
曜

日
の
み
開
催
）

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５

時(

入
場
終
了
時
間
＝
午
後

４
時
30
分)

料
金(

３
歳
以
上)

　
６
０

０
円
※
別
途
料
金
の
必
要
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
有
り
ま

す
。

 

夢
み
な
と
工
房

　
開
催
日
の
各
日
、
３
人
か

ら
５
人
の
地
元
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
作
家
が
集
ま
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
。
小

さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

期
間
　
３
月
16
日
㈯
～
５
月

６
日
㈪
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４

時場
所
　
１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ロ
ビ
ー

料
金(

体
験
料)

　
５
０
０

円
～(

体
験
内
容
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
︱
３
８
０
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
㈱
大
新(

昭
和
町)

の
一

押
し
商
品
『
境
港
市
の
い
わ

し
ワ
ン
タ
ン
』
の
原
料
で
あ

る
イ
ワ
シ
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
成
分
は
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
と
何

で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で

正
解
は
、①
の
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」で

し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
木

下
美
喜
代(

森
岡
町)

▽
武

良
謙(
高
松
町)

▽
花
本
礼

子(

明
治
町)

▽
石
津
理
沙

(

中
野
町)

▽
池
野
田
潔(

新

屋
町)

▽
長
谷
川
妙
香(

福

定
町)

▽
足
立
明
美(

渡
町)

▽
栢
木
君
江(

清
水
町)

▽

足
立
輝
夫(

上
道
町)

▽
朴

純
玉(

外
江
町)

賞
品
　
境
港
市
の
い
わ
し
ワ

ン
タ
ン

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
大
新

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

コーワ建設㈲(高松町)のコーワファームが販売する一
押し商品「黒にんにく」は数日かけて、発酵・熟成させま
す。さて、それは何日間でしょうか。(ヒントは２ページ)

① 20日間
② 30日間
③ 40日間

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

4月8日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　コーワファーム(コーワ建設㈲)

賞品  黒にんにく１００ｇ入り１袋
　　　　　　５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者	 木下博史(きのした・ひろし)
所 在 地	 境港市渡町1959-1
T E L	 0859-45-2386
営業時間	 8：00～17：00
休 業 日	 毎週土・日曜日、祝日
事業内容	 造園緑化工事、土木工事、
　　　　　街路樹・庭木の手入れ、草刈

鳥取缶詰●鳥取缶詰●

はちまん●
茶屋　

はちまん●
茶屋　

至江島大橋至江島大橋

●ローソン●ローソン

●GS●GS

北

グリーンアート

松の剪定作業をする職人さん

創業者の木下邦治会長（左）と木下博史社長

㈲グリーンアート

○創業のきっかけ？…大阪で電気工事会社に勤務していた
木下邦治・現会長が米子市の造園会社で経験を積み、
1979(昭和54)年に「きのした造園」として開業しました。
緑豊かで芸術的な庭を広めたいとの思いから、1991(平
成3)年に現在の名称としました。
○おすすめ＆セールスポイントは？…住まいの庭木植栽や
剪定、空き地の草刈など、幅広く対応しています。松の
剪定などにお困りでしたらぜひ、お問い合わせください。
経験豊富な職人が揃っていますので、スピーディーに対
応します。
○お客様は？…庭木部門は、忙しくて手が回らない人や高
齢者の皆さんなどに数多くご利用いただいています。ま
た、現在は遠方に住んでいる人から境港市内の持家の庭
の手入れをして欲しいといった依頼もあります。さらに、
市内を中心とした公共工事も請け負い、造園工事や公園
の維持管理、街路樹の手入れなどを行っています。弓ヶ
浜半島の松林では、松くい虫被害による伐採も数多く手
掛けてきました。
○今後の事業展開（展望）？…近年、家のスタイルも様々で
庭造りも大きく変化してきました。街路樹や公園の樹木
と同様に各家庭における緑の大切さについて理解をもっ
と深めていただきたいです。樹木は季節によって役割が
変わります。木を植えることで家の雰囲気も随分変わり
ます。当社の経験や技術を発信し、地域貢献をしていき
たいです。
○一言PR！…住まいに庭木を取り入れたいお客様へ。定
番の樹木から丈夫で生育しやすいもの、季節感を感じら
れるものなど、各種対応いたします。
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